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成名毎在窮苦時　敗事多因得意時

経済産業省　中部経済産業局長
長尾　尚人

　今回の経済危機が「100年に一度」と表現されることに一種の違和感を覚えるのは、外
生的要因から経済的危機に陥ったことなどほとんどないアメリカにおいて、世界的総需
要縮小という実体経済への危機を作り出した金融システムの関係者による表現である
ためです。それに比べて日本は、第2次大戦の敗戦を含めもっと激しい外からの波に何度
も曝されそれを乗り越えてきた経験があり、事態を厳格に分析し、冷静に対処する限り
はこのピンチをチャンスに変えられる底力を持っていると確信しています。

　ただ、反省すべき点は日本にもあります。金融システムの破綻からの脱却の過程で採っ
た緊急措置を世界経済が拡大するなか継続し続けました。その結果、オープンな金融シ
ステムを通じて金利ゼロの円資金が世界中に供給され、円安により日本の外需産業主導
の景気回復を達成する一方で、産業資本を食い尽くす金融資本として日本人が忌み嫌う
「ハゲタカ」ファンド等の跳梁跋扈を積極的に後押することになってしまいました。この
メカニズムのゼンマイが巻き切れてはじける契機がサブプライムローンの破綻であり、
その結果が急速な円高への巻き戻しと外需の急速な縮小であるとすれば、単にアメリカ
発の金融危機という単純な図式では語れないものがあります。

　だからといって一方で、指をくわえて途方に暮れても仕方がありません。起こったこ
とは事実として冷静に受け止め、時間軸を明確に持って対応策を打たねばなりません。
短期的には、企業は、これから数年間の新たな需要体系に応じた適正在庫レベルに向け
て生産調整を急速に進めなければ、経営の自由度を持ち得ません。この生産調整期間を
生き抜くための資金繰りと将来の定常的企業活動に備えた人間力の確保に要するリス
クを行政と企業がきちっとシェアリングしていく必要があります。また、中長期的な定
常的企業活動を支える新たな飯の種を今から模索しておくことも重要です。そのために
は、他の企業、地域に対して競争力のあるコアコンピタンスを明確にし、ターゲットとな
る市場を開拓する努力を中央・地方の行政と企業が緊密に連携して行わねばなりません。

　金融資本と産業資本はそもそもよって立つ基本的行動理念が、前者は個人主義、後者
は集団主義というように異なっています。ものづくり拠点の形成の上では家族、コミュ
ニティの強い絆によるバックアップ機能は不可欠であり、その強みがこの地域の発展基
盤となっていると考えられます。現在進行している短期的な生産調整スピードを年率換
算して大変だと騒ぐよりも、冷静に現下の状況を判断しながら足下を固め、将来に対す
る熱い想いを持って布石を打っていくことが何よりも重要だと思います。

学而不思則罔　思而不学則殆
（学びて思わざれば則ち罔く、思いて学ばざれば則ち殆し）
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　このたび、５代目の会長に就任いたしました庄山でございます。

　昭和６０年の事業開始以来、ファインセラミックスセンター（ＪＦＣＣ）の成長は、常に時代の要請を先取りし、新し

い技術に挑戦しようとする研究者の努力と、財団運営上のさまざまな工夫により、築かれたものと考えます。瀬谷前会

長をはじめ、発展を支えてきた諸先輩の方々に、深く敬意を表したいと思います。

　さて、現在の日本は、米国サブプライムローン問題に端を発した１００年に一度とも言われる世界同時不況の中に

あります。大変急激でまた落込み幅も大きく、まったく先が見通せない状況にあります。

　しかしながら、こうした時だからこそ、新しい発展に繋がる「イノベーション」が今まで以上に重要であります。ＪＦ

ＣＣでは、時機を得たように、二つ目の研究所として、ナノ構造研究所が立ち上がりました。従来からの「経験知による

材料開発」を大きく転換させた「理論科学を活用した合理的な材料開発」という画期的な研究手法であり、まさに材料

開発における「イノベーション」であります。さらに、ＪＦＣＣは、一つ目の研究所である材料技術研究所との連携によ

り、具体的な新材料として実現できるポテンシャルが他には類をみない高さにあると考えられます。

　将来を見通せば、地球環境対策をはじめ、資源問題、安心・安全の確保などの課題は、新たな発展の足掛かりとなるテー

マ群でもあり、これらの解決に向け、新材料開発による「イノベーション」が今ほど求められている時はないでしょう。

　私たちは、こうした産業界や社会の期待に確実に答えていくため、現状に満足するのではなく、常に、研究力の向上

や新たなテーマ発掘に向け、研究者自らが自己研鑽することが必要です。

　また、財団運営にあたっても、研究を進化させ、経営環境変化に適合していくためには、新たなビジネスモデルが求

められ、同時に公益法人制度改革への対応も必要です。

　研究を推進するのは「人」です。いつまでも活気溢れる国であるために日本の強みである勤勉でチームワークの良い

国民性、科学技術やものづくりの優位性を活かし、また基礎研究・応用研究のバランスを大切にし、産業活用の視点か

ら世界に貢献できる研究を展開していきましょう。

就任挨拶就任挨拶

株式会社日立製作所
取締役会議長　　庄山　悦彦

会長就任にあたって
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平成２１年度　事業方針

　本年度は第４次中長期経営計画の最終年度である。同計画策定時に想定した、科学技術政策の「出口」指向の強化や

国プロ受託獲得競争の激化などの経営環境は、当財団にとって依然として厳しいものであり、加えて公益法人に対す

る政府予算の削減等の方針が打ち出されてきたため、国受託の確保・拡大は益々多くの課題を抱えるようになってき

ている。また、昨年度後半からの急激な景気悪化により民間受託が減少傾向にあり、赤字経営の常態化の恐れが出てき

ている。更に当財団の将来を大きく左右する新しい公益法人制度が昨年１２月に施行され、その具体的な対応が迫ら

れることとなった。

　こうした中、本年度の財団運営に当たっては、現行中長期計画の趣旨に沿いつつも、変化する国、自治体の科学技術

政策や社会・企業のニーズ、動向に一層機敏に反応し、工夫を凝らして各事業活動を活性化させていくものとする。事

業分野としては、「研究開発事業」を中核事業とし、「技術的基盤整備事業」、「普及啓発事業」、「中小企業振興事業」、「国

際交流事業」の諸事業を展開し、研究成果の創出と幅広い成果の公開・普及に努め、社会に貢献していく。

　また、これらの事業推進にあたっては、限られた経営資源を最大限活用すべく人材の最適配置を進め、少数精鋭によ

る組織総合力の一層の強化を図っていくとともに研究環境の整備等を進める。

　中核事業においては、経常研究、国受託、民間受託についてそれらの好循環的発展を強く意識して推進する。今年度

は受託事業量の減少が予想されるので、自主事業である経常研究を重視し、将来の国受託や民間受託につながるシー

ズの開拓、人材育成に傾注する。

　設立後３年度目となるナノ構造研究所においては、人材強化、研究設備の整備を更に進め、研究の促進、産業界での

活用促進を図る。そして材料技術研究所とナノ構造研究所の連携を強化し、それぞれの研究遂行に当たって質の向上、

高付加価値化等のため相互に活用して、相乗効果を上げることにより、ＪＦＣＣ全体の一層の発展を目指す。

　その他の事業については、各事業・活動に優先度をつけて、効率的・効果的に実施する。

　

　収支面においては、近年財団の収益性低下の傾向に加えて、ナノ構造研究所の立ち上げに伴ってのマイナスや景気

後退の影響もあるため、中長期計画で掲げた最終年度の収支目標の達成は極めて困難であるが、極力収支の改善を図

るべく国、民間とともに新規受託獲得と高付加価値化に鋭意取り組むとともに支出の合理化を一層進め、安定した経

営基盤の確立を目指して役職員が一丸となって努力する。受託獲得に向けては、全所的な研究テーマ提案活動の活性

化を図るとともに、推進機能を一層充実させ積極的な活動を展開していく。

　昨年１２月から施行された新公益法人制度への対応については、５年間の移行期間の中頃、平成２３年度を目途と

して新法人へ移行できるよう計画的に準備を進める。新制度での公益財団又は非営利型一般財団について、ＪＦＣＣ

の設立時からの理念である自立型（事業型）財団として産業界の様々なニーズに応える上でより適切な形態を選択す

る観点から、新制度の運用実態や公益認定等委員会の認定・認可状況を見極めつつ、引き続き更に詳細な検討を進めて

いく。

　なお、新しい中長期経営計画については、上記の新法人への移行に合わせ通常より約１年遅らせてスタートさせる

こととし、それまでに、経営環境が厳しくなる中今後もミッションを完遂できるよう事業の再構築等抜本的な経営改

革策を検討し、その結果を新計画に反映させることとする。
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時代的・社会的要請に即した研究を実施し、その成果をもって社会、産業への貢献を図るため、「選択と集中」による

研究分野のメリハリのある再構築に留意しつつファインセラミックスを中心とした無機系材料に係わる研究開発事

業を行う。研究企画力を強化し、研究で得られた成果は可能な限り広く公開・普及していく。

経常研究については、ＪＦＣＣの将来の研究の柱になり、特に国等受託、民間受託に発展していくようなテーマを企

画し、新規分野への参入を図りつつ積極的に推進する。

国等受託研究については、「応用研究」領域における新たな大型プロジェクトとして平成１９年度にスタートした「マ

ルチセラミックス膜新断熱材料の開発」及び「希少金属代替材料開発－超硬工具向けタングステン使用量低減技術開

発及び代替材料開発」について引き続き研究開発を進め、製品化・産業化にも有用と認められる技術開発成果を得て、

省資源・省エネルギーを通じた社会貢献ができるように努める。

また、平成２１年度に公募が予定される国家プロジェクトのうち、「革新的省エネセラミックス製造技術開発」、「規

則性ナノ多孔体精密分離膜部材基盤技術の開発」の２件の大型プロジェクトに参加できるよう準備を進め、受託獲得

に努める。

更に、ＮＥＤＯ等の各種研究開発制度の特色に合わせて、引き続き新規受託に向けた戦略的対応を進めるが、新たに

政策当局からはイノベーションの促進策や技術研究組合の活用方針が強く出されていることに留意して、企業、関係

機関との密接な連携を強め、政策的な技術開発ロードマップに即しながら提案活動に取り組み、平成２２年度以降の

大型プロジェクトの獲得へ向け積極的に活動を進める。

企業からの受託研究は、ＪＦＣＣの経常研究、国プロジェクトの成果を普及、活用するものであり、また財団の健全

な経営にとって重要な収入源であり、収支改善を図るため、積極的に推進する。景気後退という厳しい情勢だけに一層

のシーズＰＲとニーズ把握に努め、具体的な「魅力あるソリューション提案」を行い、「より高い研究成果」の提供によ

り高付加価値化を図るとともに全所的に受託獲得に努力する。更なるテーマ拡大のため、引き続き委託者との共同で

のテーマ発掘に努力するとともに、大学等他機関とも積極的に連携し共同提案の形も検討する。また、研究開発のスピー

ドを向上させ、タイムリーに研究成果を出していくことで企業とのより高い信頼関係を構築する。更に、ＪＦＣＣが所

有する研究設備やノウハウを広く社会に活用していただけるよう、企業の派遣研究者が企業秘密を守りながら企業研

究を推進できる「オープンラボ」を充実させる。

また、依頼試験・機器利用についても重要な収入源であるとの認識のもと、委託者の要望に応えつつ、より研究的な

要素を加えることにより高付加価値化に努める。また、これまで必ずしも十分に実施してこなかった顧客拡大運動の

展開により新規委託者の開拓を進める。

1． 研究開発事業

社団法人日本ファインセラミックス協会(ＪＦＣＡ)等の外部関係機関と密接な連携を図り、微構造解析、機械的特性、

熱的特性、電気的特性等の材料特性評価技術の開発を産官学協力体制で実施する。標準物質の開発・頒布についても積

極的に行う。

また、材料特性評価技術の成果を生かして、ＪＩＳ化の他、国際規格であるＩＳＯ、ＩＥＣ規格化を、外部関係機関と

密接な連携を図りながら推進する。

2． 技術的基盤整備事業
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第１７回経営委員会を開催

　ＪＦＣＣの運営、事業計画とその実施及び結果の評価などについて、ご審議、ご意見をいただく委員会を開催しまし

た。

　また、委員会の開催前には新規導入設備「走査透過電子顕微鏡」の見学会を行いました。

　委員のみなさまから多数の貴重なご意見をいただきました。今後の運営、計画等の参考とさせていただきます。

日時 ： 平成２１年２月１２日（木）１５：３０～１７：３０

場所 ： ＪＦＣＣ会議室

議事 ： １． 平成２１年度事業計画及び平成２０年度収支見通しと平成２１年度収支予算

　　   ２． 公益法人制度改革への対応

　　   ３． 最近の研究所の動向
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事業報告事業報告

普及啓発事業では、研究成果発表会、ホームページ、マスメディア、国際セラミックス総合展をはじめとした各種展

示会等の様々な手段を積極的に活用し、幅広く成果普及・広報を行う。特に微構造解析等ナノテクノロジーとのコラボ

レーションにより新材料開発を進めていくという新しいＪＦＣＣの理念を良く知ってもらうことに努める。

中小企業振興事業では、関係機関との連携を図りつつ、広く技術相談に応じていくとともに国等の研究開発推進制

度（地域イノベーション創出研究開発事業等）を活用した共同研究などに積極的に取り組み中小企業の振興に資する。

国際交流事業では、海外の機関、研究者との各種の交流を通じて連携を進め、ファインセラミックスを中心とする無

機系材料の研究開発機関であるとともに先端的な微構造解析技術等を有するナノテク研究拠点でもあることについ

て国際的知名度を高めていく。

なお、これらの事業については、限られた資源の有効活用、支出削減の観点から実施の是非も含めて方法の更なる見

直しや工夫を行い、費用対効果の向上を図りつつ、効率的、効果的な推進に努める。

3．  普及啓発事業、中小企業振興事業、国際交流事業

運営方針運営方針
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平成２１年度事業計画及び収支予算を承認
新会長に　庄山　悦彦　氏が就任

　３月１０日、第４７回評議員会及び第４８回理事会を開催しました。
　会長を6年9ヶ月間務めた瀬谷博道氏（旭硝子 相談役）が退任し、新会長に庄山悦彦氏（日立製作所 会議長）の就任が
決定しました。
　その他、平成２１年度事業計画・収支予算、評議員の交代の議案について承認されました。

　日　時　平成２１年３月１０日（火）１３：３０～１４：３０
　場　所　ＪＦＣＣ会議室
　議　事［審議事項］
　　　　　１．平成２１年度事業計画及び収支予算について
　　　　［報告事項］
　　　　　１．役付理事の互選について
　　　　　２．評議員の委嘱及び委嘱解除について
　　　　　３．公益法人制度改革への対応について
　　　　　４．最近の研究所の動向について

　日　時　平成２１年３月１０日（火）１５：３０～１６：３０
　場　所　ＪＦＣＣ会議室
　議　事［議決事項］
　　　　　１．平成２１年度事業計画及び収支予算について
　　　　　２．評議員の委嘱及び委嘱解除について 
　　　　　３．役付理事の互選について
　　　　［報告事項］
　　　　　１．公益法人制度改革への対応について
　　　　　２．最近の研究所の動向について

○ 第４７回評議員会

○ 第４８回理事会

会　長 株式会社日立製作所　取締役会議長庄山　悦彦

（退任）

瀬谷　博道

（理事継続就任）

1． 会長の交代

評議員

評議員

評議員

（新任）

東ソー株式会社　取締役　機能材料事業部長

三菱電機株式会社　開発本部　役員技監

豊田合成株式会社　取締役副社長

（役職）

（役職）

鯉江　泰行

馬場　文明

古谷　宗雄

（退任）

鈴木　慈雄

佐々木　明

鈴木　孝昌

2． 評議員の委嘱及び委嘱解除

（新任）

6
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＜性能＞
加速電圧 ： ０．５～３０ｋV
二次電子像分解能 ： １．０nm （加速電圧１５ｋV）

ＪＦＣＣテクノフェアを開催

　２月１０日（火）に東海ものづくり創生協議会との共
催で、ＪＦＣＣテクノフェアを開催しました。今回は、「グ
レーター・ナゴヤ・クラスターフォーラム　新素材・新
材料動向フォーラム　２００９」の一環として行われる、
ＪＦＣＣ、(独)産業技術総合研究所中部センター、名古
屋大学と巡る「ナノテク拠点ツアー」と連動しての開催
となり、ＪＦＣＣテクノフェアでは、経済産業省地域新
生コンソーシアム事業「ＣＮＴ粒子による自動車用耐
静電性・低摩擦プ
ラスチック品の
開発」の成果を発
表すると共に、ナ
ノ構造研究所最
新導入設備見学
とポスターセッ
ションを行い、約
６０名の方にご
参加いただきま
した。

nano tech ２００９ に出展

中堅・中小企業向け
ファインセラミックススクールを
開催しました

　中部科学技術センターが実施する中部イノベーショ
ン創出共同体「提案型連携構築事業」に、ＪＦＣＣ、名古
屋工業大学セラミックス基盤工学研究センター、愛知
県産業技術研究所瀬戸窯業技術センター、岐阜県セラミッ
クス研究所、産業技術総合研究所中部センターの５機
関が連携して参加し、「ファインセラミックス関連試験・
研究機関の連携補完による中堅・中小企業高度化支援
のための基盤整
備事業」を実施い
たしました。
　ＪＦＣＣでは
１２月９日（火）
に、セラミックス
の製造プロセス、
加工、機械的特性
評価などの依頼
試験スクールを、
１月１４日（水）、
１５日（木）の２
日間にわたって
透過型電子顕微
鏡技術を中心と
した電子顕微鏡
スクールを開催
し、活発な質疑応
答が行われまし
た。

最新鋭の超高分解能
電界放出型走査電子顕微鏡を導入

　ＪＦＣＣは、経済産業省の平成２０年度地域企業立
地促進等共用施設補助金を受け、超高分解能電界放出
型走査電子顕微鏡（日立：ＳＵ８０００型）を本年3月に
導入しました。
　この電子顕微鏡は、最新鋭の機能として、最表面の組
成・回折コントラストの観察機能、絶縁物試料の帯電抑
制機能等を有し、使い勝手にも優れ、セラミックス、プ
ラスチック、金属など広範な材料のナノ構造解析や組
成分析に適しています。
　また、企業の皆様の試験評価や研究開発にもご利用
いただける設備であり、特に中小企業の方々には低廉
な利用料金を設定していますので、大いにご利用くだ
さい。

　２月１８日（水）～２０日（金）にわたり、東京ビッグ
サイトで開催されたnano tech 2009に、昨年度に引き続
きＪＦＣＣブースを出展しました。厳しい経済状況の中、
ナノテクへの期待は大きいのか、昨年度とほぼ同数の
約４万７千名の来場者があり、ＪＦＣＣブースにも多
くの方にお立ち寄りいただきました。また、ＮＥＤＯブー
スにおいても、「マルチセラミックス膜新断熱材料の開
発」、「希少金属代替材料開発プロジェクト／超硬工具
向けタングステ
ン代替材料開発」、

「セラミックリア
クター開発」の現
在JFCCで実施中
の各プロジェク
トの成果を発表
いたしました。
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１月３０日（金）に（財）ファインセラミックスセンターを会場として、第２回ナノ構造研究所講演会を開催致しまし
た。今回は、電子顕微鏡の研究分野において益々重要視され、既に多くの材料開発研究関係者から大いに期待されてい
る「環境制御型電子顕微鏡」をテーマとしました。本研究分野において国内のトップランナーである諸先生方による5
件の講演を行い、６１名の方のご参加を頂きました。講演会で議論して頂いたご意見やご要望は、平成２２年度に当ナ
ノ構造研究所に導入を予定しております「環境制御型電子顕微鏡」の仕様設計に反映して参りたいと思います。

1．  第2回ナノ構造研究所講演会を開催いたしました

JFCCニュース　No. 91でも紹介した収差補正走査透過電子顕微鏡が、本年２月に新電子顕微鏡棟への導入を終え本
格稼働を開始致しました。

このSTEMは、原子サイズ（0.1nm）よりもさらに細かい空間分解能を有するとともに、原子カラム分解能でエネルギー
分散X線分光法（EDS）による組成分析や電子エネルギー損失分光による化学状態分析が可能です。現在、受託研究や依
頼分析において活躍しております。

2．  収差補正走査透過電子顕微鏡（Cs corrected STEM）の本格稼働を開始しました

・ 挨拶

・ ナノ構造研究所紹介

・ 講演 「環境制御・透過電子顕微鏡 ： 現状と展望」

　　　 「酸化チタン触媒ナノ材料のその場、収差補正および３次元電子顕微鏡観察」

　　　 「応力下における変形・破壊過程のその場観察」

　　　 「ナノ金触媒の環境セル電子顕微鏡による反応中動的観察」

　　　 「微小試料への電圧印加を伴う電子線ホログラフィーによる半導体デバイスの電位分布解析」

・ 平成２０年度新規導入の収差補正走査透過電子顕微鏡、集束イオンビーム加工観察装置を含む新電子顕微鏡棟の見学

ＪＦＣＣナノ構造研究所　所長代理　平山　司

　大阪大学大学院理学研究科　竹田 精治 教授

　　　　名古屋大学エコトピア科学研究所　田中 信夫 教授

　　　　ＪＦＣＣナノ構造研究所　客員主管研究員（東京大学教授）幾原 雄一

　　　　名古屋大学工学研究科　川　忠寛 助教

　　　　ＪＦＣＣナノ構造研究所　所長代理　平山　司

プログラム

大阪大学 竹田教授 によるご講演 会場内の様子



ナノ界面の状態や界面由来の物性の評価に特化した　　
走査型プローブ顕微鏡（ＳＰＭ）の開発導入

Japan Fine Ceramics Center研究成果研究成果

ナノ表面機能評価装置の紹介

固相界面の物性を定量的に評価することはＳＯＦＣ電極をはじめとする電気
化学デバイス開発にとって極めて重要であるが、実際には非常に困難であった。

背　景

技術の
ポイント

基礎
研究

新たにナノレベルの界面物性評価に向けた装置を開発導入する。
4つのプローブを用いて数十nmオーダー領域の表面物性を定量的に評価する
ことを目的として導入を進めた。

目　的

装置の特徴

今後の展開
固相界面に関する
新たな評価ツール
として確立

SOFC電極をはじめとする固相
界面由来の物性について評価し、
新たな知見とともに新規材料開
発への指針を得る

（1） 走査型電子顕微鏡による各プローブの位置観察機能

（2） 特定プローブによる原子間力顕微鏡（ＡＦＭ）と走査型トンネル顕微鏡       
（ＳＴＭ）観察

（3） 加熱機構と液体窒素温度までの冷却機構

（4） 直流抵抗だけでなく交流インピーダンスによる評価が可能

（5） 局所光導入機構

9

特定プローブによるSTM像

処理室

試料導入室

観察室内部

4プローブの形状
観察室
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高分解能Ｘ線ＣＴによる構造解析技術

　X線CTは、物体に360度方向から照射したX線が、それぞれの方向でどの程度吸収されたかを再構成処理して、切断
せずに物体の断面像を得る技術です。
　JFCCでは、マイクロフォーカス型X線発生器を用いた拡大撮影により、１回の撮影で数百枚の連続した断層像を高
分解能で得ることが可能です。
　また、これらの多数枚のX線CT画像から得られる３次元構築データを用いて、物体の構造解析まで行うことができ
ます。

JFCC評価技術紹介JFCC評価技術紹介

概要

　今回、多孔質材料のモデルとして、生体用骨補填材（材質：ハイドロキシアパタイト）の3次元構造解析の例を以下に
示します。
　サンプルを9μｍの画素サイズにて撮影したCT画像（100枚)を用いて、3次元構造解析しました。内部の気孔を抽出・
ラベリングして、等体積の球に換算し、相当する気孔径の分布を測定した結果、内部に数十から600μｍ近くの分布を
有する気孔を含んだ多孔質材料であることが判りました。

3次元構造解析の例

3次元構築像 抽出した気孔のラベリング結果

3次元解析による気孔径分布

　JFCCでは、優れた研究者と技術者のスタッフが一体となって獲得した特徴あるシーズ技術と多くの材料評価技術
を所有しています。その一部を紹介します。
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　JFCCでは、高性能な各種研究設備を保有し、原料から焼結・加工まで、また基礎から応用まで一貫した体制で研究開
発を行っています。これらの試験研究設備を広くご利用いただくため、皆様に紹介いたします。

股関節シミュレーター装置

　人工股関節の摩耗特性を評価するための股関節シミュレーター装置です。ライナーおよび骨頭の摩耗量の評価や発
生した摩耗粉の抽出および解析(個数、粒径分布)を行っております。

試験装置 MTS社製の股関節シミュレーター（Multi- Station Hip Simulator）

潤滑液　 ：

液量　　 ：

歩行条件 ：

試料　　 ：

・25%牛血清（0.1%のアジ化ナトリウム（NaN3）と

　20 mMのエチレンジアミン四酢酸三ナトリウム（3Na-EDTA）を含有)

・生理食塩水等の他の液も使用可能

750 ml

毎秒1回の歩行周期 (1 Hz)に1.8と2.8 kNの 2つのピークをもつDouble Peak Paulの歩行波形

ライナー　（PEまたはCL（クロスリンク）PE等）

骨頭　　CoCr, ZrO2, Al2O3等

JFCC保有設備紹介JFCC保有設備紹介

特徴

主な仕様

　本装置では、開発品であるライナーおよび骨頭が生体内に埋入され、使用された際に発生する摩耗量を見積もるこ
とができます。通常、開発品の摩耗量の評価のためには、300万～1000万サイクルの試験が必要と考えられていますが、
ご要望の試験回数に設定可能です。

用途

股関節シミュレーター全体像
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　ＪＦＣＣの材料技術研究所・ナノ構造研究所の研究部を、各部長へのインタビュー形式によりにご紹介いたします。
　第５回は材料技術研究所　試験評価部です。

材料技術研究所　試験評価部

研究グループ紹介研究グループ紹介

　試験評価部は名前の通り、外部機関や個人の方々からの依頼試験・機器利用
を中心とした業務を行っています。ただ、全てを我々でまかなえる訳ではない
ので、他部署の職員の方々にも協力を頂き、依頼試験・機器利用業務遂行の中
心的な役割を果たしています。また、それ以外にもＪＦＣＣ研究所内部からの
加工、試験評価依頼などの研究の補助・支援も行っています。業務の範囲とし
ては、試験片加工、機械的特性・電気特性・熱特性といった基本的な物性評価に
加え、セラミックスの粉体から焼結体までの製造プロセスまでをカバーして
います。つまり、ＪＦＣＣの基盤技術を支えていると言えるでしょう。
　現在は派遣職員、パートを含めて１１名で活動しています。私が依頼試験の
窓口を担当していますが、実際の試験は、その内容に適した専門の部員又は他
部署の技術、研究職員が担当しています。また、自己啓発にも前向きに取り組
んでおり、業務で忙しい中、自己研鑽を重ねた結果、セラミックス１級技能士
の資格をＪＦＣＣ全体で８名が取得し、この内の４名が試験評価部に在籍し
ています。高卒で入り仕事をしながら名古屋工業大学の２部を卒業した者も
います。その他、当然ですが業務上必要な資格、例えば、高圧ガス保安責任者、
クレーン操作、各種作業主任者等の資格取得も前向きに取り組んでいます。Ｊ
ＦＣＣの設立当初に入所した技術職が主力であり、まだ４０歳前後と若いの
ですが、既に２０年以上のキャリアを積んでいます。

試験評価部の紹介をお願いします。

　まず、試験結果の正確性を第一としています。試験というのは、装置のボタンを押せば結果がでる、と思っている方
もいるかもしれませんが、やはり、熟練してノウハウがないと信頼性の高い試験結果を得ることが出来ない試験が多々
有ります。正確な評価をするためには、時間をかけてでもきちんとやるようにしています。反面、お客さまにとっては
必要な時にデータがないと意味がないので、最初に納期を約束し、その納期通りに正確なデータを出すことを心がけ
ています。納期を約束して途中で、「出来ません」、ということは今までにほとんどありませんでした。これは、ノウハウ
と技術と経験があるからだと思います。また、試験結果に対する問い合わせに対しては丁寧に対応するようにしてい
ます。試験担当者だけで回答できないこと、技術的にハイレベルなことは、研究者に確認して回答するようにしていま
す。
　さらに、設備のメンテナンスをしっかり行っているので、定期点検やよほどの故障でない限り、長期に試験や機器利
用が出来ないことがありません。部員がメンテナンス方法を覚えているので、故障したらメーカーを呼んで修理を待
つということではなく、自ら部品を調達して可能な限り修理しています。また、普段のメンテナンスが良いので、故障
も少ないのではと思います。
　おかげさまで、昨年度依頼試験を依頼されたお客さまのうち、ほとんどの方が１回だけではなく、リピートして仕事
を頂いています。それは先に述べた方針で真摯にやっている結果が表れているのではないでしょうか。昨年までは依
頼試験の受託件数は右肩上がりに増えており、今年度も後半景況悪化の影響もありながらも、過去2番目の実績を見込
めそうです。

依頼試験・機器利用はどのような方針で行っていますか？

部長　主席技師
青木　正司

　まず、昨年末に平面研削盤を新規導入しました。これで、試験片加工の能力が向上します。また、１２月に中部イノベー
ション創出共同体「提案型連携構築事業」の一環として、ファインセラミックススクールを開催しました。中小企業の
方を中心に、セラミックスの製造プロセス、加工、機械的特性を始めとした評価技術の講演と見学会を行いました。
　nano tech 2009などの展示会にもポスターを出してアピールをしています。

最近のトピックスはありますか？
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　ファインセラミックスセンターという名称なので、セラミックス以外の材料試験はできないのか、という問い合わ
せがありますが、決してそんなことはなく、セラミックス材料にこだわることなく試験は受けておりますので、どのよ
うな分野の企業の方でも、材料でも、方法でもお問い合せください。
　もちろんセラミックスに関する試験が得意分野ですのでその結果の信頼性は高いと自負しております。メーカーの
方だけでなく、ユーザーの方も、ぜひご活用いただければと思います。実際様々な業種の方からの依頼をいただいてい
ます。対応出来ない時は、他機関のご紹介も致します。お気軽にご相談ください。

企業の方にはどのように活用していただきたいと思いますか？

　依頼試験で世の中に貢献するということはありますがそれだけでなく、研究のテーマリーダーになれる人材を育て
たいと思います。研究に携わることで率先して特許出願出来るような部員の成長も期待しています。一部の部員は既
に研究員と一緒に特許出願をしていますが、それを部員が主と成って出願できるようにしたいと思います。それには
部員の多能工化も必要です。今まで培ってきた技術に加え、様々な技術を習得することによって技術の幅が広がると
思います。また、独自に工夫して新しい技術を生み出すことを積み重ねて行けば、それは依頼試験にもフィードバック
され、また、独自の研究を行うことのできる人材に育つと思います。若手には大いに期待しています。

今後の目標は？

　私が依頼試験・機器利用の窓口業務を担当させて頂き、約５年が経過致しました。この間に１５００名以上の外部の
方々よりお問い合わせやご依頼等を頂き約７０００件の案件を実施させて頂きました。その中で私を含め関係職員が
多くの事を勉強させて頂き成長させて頂いたものと大変感謝致しております。今後もお客様にご満足頂けるように努
力する事により、私共のさらなる向上も図りたいと思います。「こんな試験をしたい」「こんな事が出来ないか？」とい
う事がございましたら、お気軽に青木へお問い合わせ下さい。宜しくお願い致します。

最後に一言。

依頼試験

依頼試験・機器利用のお問合わせは

機器利用
http://www.jfcc.or.jp/03_exam/index.html

試験評価部　青木　　　TEL 052-871-3379　　FAX 052-871-3599
　　　　　　　　　　　E-mail  analysis@jfcc.or.jp

http://www.jfcc.or.jp/04_use/index.html

　メンバーと専門分野はＪＦＣＣホームページに掲載しています。また、依頼試験・機器利用のメニューも掲載してい
ますので、ぜひご覧ください。
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１月１日付
　嘱託採用
　　材料技術研究所　研究統括部　副主任研究員待遇　　　　　　　　　　　　　

　出向受入
　　材料技術研究所　エレクトロ・マテリアル部　　　　　

１月３１日付
　退職（自己都合）
　　ナノ構造研究所　ナノスコピー・シミュレーション部　　

木村　禎一

大野　浩之（東海カーボン（株））

Myung - Geun  Han

人の動き
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○　愛知県　財団法人科学技術交流財団　財団法人日比科学技術振興財団
　　第３回「わかしゃち奨励賞」優秀賞
　　受賞者　：　上田　太郎
　　受賞題目：「リチウムイオン伝導性固体を用いた新規環境モニタリングガスセンサの開発」

表　彰

職員紹介職員紹介

　2008年6月1日からナノ構造研究所のナノスコピー・シミュレーション部の一員となりましたCraig Fisherです。現
在、計算機シミュレーショングループに所属し、古典手法と量子論的手法を用いてセラミックスの構造と特性を解明
する研究に従事しております。
　学生時代は実験を中心とする研究の訓練を受けましたが、オックスフォード大学の博士コースでイオン伝導体を研
究する際、計算機シミュレーションに触れました。それ以来、シミュレーションの専門家になるために方向転換しまし
た。1996年に卒業してから2004年までJFCCの材料技術研究所に所属させて頂きました。その後、エネルギー材料の基
礎研究をさらに追求するためにイギリスにあるサリー大学とバース大学でしばらく働きました。JFCCに入所するの
は今回で2回目となりますが、オールドフェイスとしても、ニューフェイスとしても、JFCCで働く機会を頂くことが出
来たことはたいへん幸福なことと考えています。
　日本の文化を一生懸命勉強していますが、まだ分からないことがたくさんあり、日本語もまだ充分使いこなせない
ためにご迷惑をお掛けすることが多いと思いますが、どうぞよろしくお願い致します。

ナノ構造研究所　ナノスコピー・シミュレーション部
副主任研究員待遇　　クレイグ・フィッシャー

クレイグ   フィッシャー
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　2008年9月1日付けでナノ構造研究所ナノスコピー・シミュレーション部に採用されました桑原彰秀です。宜しく御
願いいたします。2008年8月末まで日本学術振興会海外特別研究員としてノルウェーにあるオスロ大学のTruls Norby
教授の研究室に赴任しておりました。2年近くの北欧滞在中には日本との文化・習慣・社会制度の違いに色々と驚かさ
れることも多く、また様々な貴重な体験ができました。ノルウェーで学んだことを今後の研究活動に是非活かしたい
と思います。
　私の専門は第一原理計算による材料物性の理論解析です。「第一原理計算」とは経験的情報に依存することなく量子
力学の理論に基づいて電子系の情報を得る計算手法です。近年の計算技術の目覚しい発展によって、電子構造計算の
結果に基づき材料の持つ様々な物性情報を定量的に得ることが可能となりつつあります。第一原理計算による理論解
析を通じてJFCCでの材料開発に有益な知見をもたらしたいと考えております。着任からまだ日が浅く分からないこ
とも多々ありますが、皆様の暖かいご指導ご鞭撻の程宜しくお願い申し上げます。

ナノ構造研究所　ナノスコピー・シミュレーション部
桑原　彰秀

　2008年10月1日付けで嘱託採用頂きました松田哲志と申します。どうぞよろしくお願い致します。現在、材料技術研
究所のリライアブル・マテリアル部に所属し、主に超硬合金やサーメットの研究に従事しております。
　以前は主に商用原子炉用の燃料集合体に関わる事業の中で、酸化物燃料ペレットに関わる研究開発を行っていまし
た。興味を持っていた領域は酸化物燃料ペレットの熱物性及び焼結、材料開発への熱力学的手法の適用です。当時、酸
化物の焼結への適用を念頭に置き、JFCCで主催されたCMD研究会に4年ほど参加させて頂き、焼結やシミュレーショ
ンの基礎的な事柄を学習させていただきました。一方、直近ではアルミニウムのリサイクルに関わる事業にて、材料開
発とは異なるエンジニアリングの仕事をしておりました。
　まだまだ、JFCCのルールなど十分に理解していないため皆様にご相談させていただくことも多いかと思いますが、
ご指導頂きますようよろしくお願い致します。

材料技術研究部　リライアブル・マテリアル部
主任研究員待遇　　松田　哲志
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○ 名古屋会場　日時　２００９年　７月　８日（水）　１３：００～
　　　　　　 　場所　名古屋国際会議場　レセプションホール
　　　　　　　　　　 〒456-0036 名古屋市熱田区熱田西町1-1　TEL 052-683-7711
　　　　　　　　　　 http://www.ncvb.or.jp/ncc/koutu/index.html

○ 東京会場　　日時　２００９年　７月１６日（木）　１３：００～
　　　　　　　 場所　東京大学　武田先端知ビル５Ｆ　「武田ホール」
　　　　　　　　　　 〒113-8654 東京都文京区本郷7-3-1(事務局)TEL 03-3812-2111(代表)
　　　　　　　　　　 http://www.u-tokyo.ac.jp/campusmap/cam01_04_16_j.html

２００９年研究成果発表会（第２１回）開催のお知らせ（速報）

　（財）ファインセラミックスセンター（ＪＦＣＣ）では、毎年「研究成果発表会」を東京と名古屋で開催しています。こ
の発表会では、ナノテクノロジー、環境、省エネルギー、安心・安全、情報・通信などを重点テーマとし、セラミックスを
中心とした材料に関わる最新の研究成果について、口頭あるいはポスターで約５０件発表しており、毎年、数百名の方
にご参加いただいております。
　今年より、東京会場を下記のとおり「武田ホール」に移し、広くなった会場を活かし、これまでにない充実した内容の
発表会を行います。
　具体的な内容やスケジュールは、５月頃お知らせできる予定です。ＪＦＣＣメールマガジンにご登録いただければ、
最新の情報をお知らせいたします。ご登録はＪＦＣＣホームページをご覧ください。多くの皆様方のご参加をお待ち
しております。なお、参加は無料です。

地下鉄　千代田線「根津駅」　下車　１番出口徒歩５分

　　　　南北線　「東大前駅」下車　１番出口徒歩１０分

　　　　丸の内・大江戸線「本郷三丁目駅」徒歩２５分




